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𝑚,𝑛が共に奇数であるとき、𝑚𝑛2, 𝑎𝑚2, 𝑛2は奇数であり、𝑓(𝑚, 𝑛)は奇数である。 

𝑚,𝑛の一方が奇数、一方が偶数であるとき、𝑚𝑛2は偶数であり、𝑎𝑚2, 𝑛2の一方は奇数でもう一方は偶数である

から、𝑓(𝑚, 𝑛)は奇数である。 

 

𝑓(𝑚, 𝑛)が16で割り切れるには、𝑚, 𝑛が共に偶数である必要があるから、𝑚 = 2𝑘, 𝑛 = 2𝑙とおく。 

 𝑓(𝑚, 𝑛) = 8𝑘𝑙2 + 4𝑎𝑘2 + 4𝑙2 + 8 = 4(2𝑘𝑙2 + 𝑎𝑘2 + 𝑙2 + 2) 

2𝑘𝑙2 + 𝑎𝑘2 + 𝑙2 + 2が4で割り切れるから、2𝑘𝑙2 + 𝑎𝑘2 + 𝑙2 + 2は偶数であり、𝑎𝑘2 + 𝑙2は偶数である。 

𝑘, 𝑙は共に偶数であるか、共に奇数である。 

 

𝑘, 𝑙が共に偶数であるとき、𝑘 = 2𝑝, 𝑙 = 2𝑞とおく。 

 𝑓(𝑚, 𝑛) = 4(16𝑝𝑞2 + 4𝑎𝑝2 + 4𝑞2 + 2) = 8(8𝑝𝑞2 + 2𝑎𝑝2 + 2𝑞2 + 1) 

このとき、8𝑝𝑞2 + 2𝑎𝑝2 + 2𝑞2 + 1は奇数であるから、𝑓(𝑚, 𝑛)は16で割り切れない。 

 

𝑘, 𝑙が共に奇数であるとき、2𝑘𝑙2 + 𝑎𝑘2 + 𝑙2 + 2 = 2(𝑘𝑙2 + 1) + 𝑎𝑘2 + 𝑙2であり、𝑘𝑙2 + 1は偶数であるから、 

2(𝑘𝑙2 + 1)は4で割り切れる。𝑎𝑘2 + 𝑙2が4で割り切れる条件を考える。 

𝑘 = 2𝑝 − 1, 𝑙 = 2𝑞 − 1とおくと 

 𝑎𝑘2 + 𝑙2 = 𝑎(2𝑝 − 1)2 + (2𝑞 − 1)2 = 4(𝑎𝑝2 − 𝑎𝑝 + 𝑞2 − 𝑞) + 𝑎 + 1 

これより、𝑎 + 1が4で割り切れればよい。 

 

求める条件は、𝑎 = 4𝑏 − 1と表されることである。……(答) 

 

このとき、𝑚 = 4𝑝 − 2, 𝑛 = 4𝑞 − 2であれば、𝑓(𝑚, 𝑛)は16で割り切れる。 


